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矢口床の珠がら
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学習研究社企画の「秘境知床と釧路湿原の体

験教室」『土曜Ｂには親子で森へ行こう』と銘

打つ尼イベントが、７月25曰から三曰間北海道

東部で実施きれましだ。知床森林センターが受

託事業として対応したのは26日で、堀所は「自

然観察教育林」です。参加者は大阪東京から親

子25名で、うち７名が子供さんでした。

みなさんは知床の森林は初めてで、次々仁展

する森の様子に興味の目を向けておりましだ。

墨の滝とそれを見下ろすように咲く見事なシ
－０．、

ヤクナゲは－幅の画のようです。滝の上の瀬で

はさすが子供尼ら、ズボンをだくし上げ冷だい

水と戯れていました。昼食はすっかり水が干上

がりエゾシロネやシダ類の草原と化した「ポン

ホロ沼」てとり、のんびり寛ぎましだ。限られ

だ時間でしだが知床の森林を楽しんだようです。
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第１８回「森林レク・ｉｎ知床」

夏は登山／Ａ祇:露諭臘１１(ﾛ豊'Ｕ
第１９回「森林レクリエーション・ｉｎ知床」

50b子iE5漸醐謀しＣ

８月11曰、子供尼らを対象としだ『知床

硫黄山新噴火ロ豊山』てしだが、台風７号

の影騨で登山を断念し、自然観察に切り琶

えて実施しましだ。参加者は北見・斜里か

ら６才～11才22名と保護者を交え27名でし

だ。行きの車中で「知床半島ができるまで

の紙芝居を見疋り、動植物の説明を聞きな

がら知床大欄に蓋さましだ。

約70ｍの橋上から谷底を怖ごわ見下ろし

だあと、カムイワツカの渓流では素足で水

と戯れましだ。そのあと車中からエゾシカ

やキタキツネを見ながら知床五湖に満さ、

群れ泳ぐフナやまわりの森を観察しﾉＥＵし

て、夏休みの一日を恵義あるものにしまし

だ。

知床森林センターの夏のイベント

「知床硫黄山新噴火ロ豊山」は８月

21日・27日の二曰間実施垂れましだ。
人気イベントということで今年は－

日増やしましだが、それでも応募者

が殺到しました。

この硫黄山は知床半島の背稜部に

ある1563mの山で、記録によれば過

去４回噛火し、最新の噴火は昭和１０

～11年ごす。いまごも中腹部ご数箇

所噴煙を上げている活火山て、今回

のイベントはそんな噴火□の－つで

海抜約650mの地点ごす。

豊山は豊山ロから急な登りご、そ‘

のトンネルとす。ハイマツもすぐ姿ゼ

ツゲ.白い実をつけたシラタマノニギ
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癖え.、：潭騒鐸豊山は登山口から急な登りご、そのあと背の低いミズナラ・ナナカマド・ダケカバなどの楓木

のトンネルとす。ハイマツもすぐ姿を見せ道沿いにはイソツツジや赤い実をつけだアカミノイヌ

ツゲ.白い実をつけ左シラタマノキ・ノリウツギ（サピタ〉の白い花が見らjrLます`，斜面を登り

稜線に上がると眺望が突然ひらけ証す。眼前に知床の森林が幾重にも広がり、オホーツク海には
白い航跡を曳しvE漁船が見えます。ここは歓窟の上がる場所とす。これからのコースは安山岩質
の巨岩の側や危険な急斜面の側を通り、四つん遣いの岩場登りやザクザクと崩れるかし場登りを
経て目的地に藩さます。

遅れてやってきだ夏の暑い日差しの中、みなさん汗で全身ずぶ濡れ、ゆっくり登つﾉEとはいえ

平均傾斜15.距離約1.3kの１時間10分は決して楽ではなかつ尼と思います。
昼休みはこの新噴火□の側でとり、噴き出している熱湯で苑で疋卵を賞味しだし人近くを探索
しだり、写真を撮つノピLルながら思い患いにのんびりと過ごしましだ。

帰りの所要時間は40分、ゆっくり下つだつもりでいても知らず知らず早足になってい底のでし
ょうか、みなさん汗だくとなっていましだ。

まことに暑い夏山登山でしﾉEが、それでも念願の登山/'てき、変化こスリルに篇んだ丘１－zを
体験し疋充実感で、みなさんほんとうに良い表情をしていまし后Ⅶ
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★今年も眼わった知床半島★

今年の知床は流氷の長逗留、親潮のパワーの

せいで冷涼な夏となり、結果的に８月後半から

１か月遅れの暑いＢが訪れるありさま。それで

７月に入ると知床を訪れる観光客はうなぎ登り

で、ミツバチ族も交え知床は大賑わいでしだ。

ウトロにある国設キャンプ鰯も大小様さま荘

テントが色彩豊かに張られて￣k利用客も例年

より多いようです価北国の一夏の思い出に知床

を訪れ厄観光客のみなるん、夢とロマンはかな
えられだでしＪうか”


